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一般質問1：大阪・関西万博への修学旅行

 参議院選挙が終わり、今回私はれいわ新選組のボランティアとして活動しまし

た。今、日本では「生活が苦しい」と感じている人が6割という調査結果がありま

す。それにもかかわらず、問題が「物価高」に矮小化されています。実際には、

30年続く不況、コロナ禍、そして物価高という“三重苦”です。

 れいわ新選組は、この状況から脱して、40年の不況にしないために、大胆な

政策で日本の経済を立て直す必要があると訴え続けています。

 一方で、「〇〇ファースト」といった排他的な主張を掲げる政党が、差別的な言

説を広げながら多くの票を集め、躍進しました。その背景には、国民が「自分は

大切にされていない」と感じてしまう政策、人を労働力として扱う政策、そして人

権教育の不足があるのかもしれません。

 こうした状況を前に、私自身振り返って、情報の届け方、共感を得られる発信、

地域での活動――まだまだ足りていなかったと痛感しています。

 だからこそ、これからです。誰も排除しない、差別されない、

生きているだけで価値がある社会に、みんなで学び合い、

力を合わせて変えていきましょう。
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↓一般質問の動画↓

（のぞいてみて～♪）　　

政治は生活 マツリゴト

Issue #9ゆかいななかまたち　かわらばん

6月 定例会の報告

　私は、大阪・関西万博の開催が、IRやカジノの

ためのインフラ整備の一環に見えており、賛成で

きない立場です。しかし、豊田市内の学校でも修

学旅行先として予定しているところがあるため、子

どもたちにとって安全で実りある学びの機会とな

るよう願いを込めて質問しました。

　実際に現地を視察したことで、より実態に即し

た視点で質問できたと思います。右記の点が確認

できました

未来は私たち次第

- 子どもたちの意向を反映した行き先選定

- 主体的な事前学習の取り組み

- 保護者への丁寧な説明

　6月上旬時点では、万博を修学旅行先に予定し

ている中学校は6校でしたが、今後さらに増える可

能性があります。初めての行き先であることを踏ま

え、学校と市教育委員会が積極的に連携し、子ど

もたちにとって安全で有意義な学びとなるよう、万

全の準備と支援をお願いしたいと思います。
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　ニュースレターお届けします
　ニュースレターやイベント情報などを

　ご郵送いたします。下記フォームへ

  お名前、ご住所をご入力ください。

　※西田ひさよの政治活動、

　れいわ新選組の活動以外には

　使用しません。

         フォームはこちら→→

一般質問2・ジェンダー平等の実現への取組

豊田市平和都市宣言
豊田市は、自立した地域社会の実現を掲げ、市民一人ひとりが、共に学び、共に働き、安心して豊かに暮らすことを目
指して、多様な主体によるまちづくりを進めています。一方で、世界に目を向ければ、戦争や紛争が絶えず、尊い生命、
財産が危険にさらされ、平和的・文化的な暮らしが困難な、厳しい現実があります。終戦80年の節目を迎えた今、唯
一の被爆国となった戦争の歴史を振り返るとともに、平穏な日常生活にあらためて感謝し、豊田市のまちづくりの前提
である平和に対する思いを新たにする好機です。そこで、子どもたちの明るい未来のため、そして、まちづくりの持続可
能性をさらに高めるため、豊田市として、日本国憲法の平和希求の精神を遵守し、恒久平和の実現に向けて努力す
ることを決意し、ここに「平和都市」を宣言します。　　　　　　　　　　令和7年6月26日 豊田市長 太田 稔彦

　昨年の衆院選では、少数与党となったことで選
択的夫婦別姓制度の前進が期待されましたが、残
念ながら後退した内容の法案が提出され、法制化
は見送られました。
　この制度は1996年に法制審議会で答申されて
以来、29年もの間、議論され続けています。今もな
お、事実婚を続けながら法制化を待ち望むカップル
がいます。
　2025年3月に一般社団法人「あすには」が実施
した調査では、全国で約58万7千人が「別姓婚待
ち」と推計され、特に20〜30代の若い世代で、夫婦
同姓への抵抗から事実婚を選ぶケースが多いこと
が明らかになりました。
　事実婚による困りごととしては、
| 困りごと | 割合 | 
| 税控除が受けられない | 25.2% | 
| 医療同意ができない | 21.8% | 
| 相続権がない | 19.7% | 
| 子どもを持つことに躊躇がある | 11.8% | 

かわらばんの
バックナンバーはこちら　　　　

西田ひさよとれいわ新選組の活動にご注目いただきどうもありがとうございます。
お困りごとやご意見などございましたら、ぜひご連絡ください。

　また、DV加害者支援に取り組む「アウェア」の代表・山
口のり子さんは、講演で「改姓がDV加害者に支配意識
を与える装置になっている」と指摘しています。実際に加
害者が「彼女が自分の姓になったことで、特権意識が芽
生えた」と語っていたことが印象的でした。
　これらの話から、法制度の整備だけでなく、意識の変
革が不可欠だと感じました。人権を尊重し、対等な関係
性を築く意識を広げていくことが、ジェンダー平等の実現
には欠かせません。
　豊田市では「クローバープランV」が令和7年度から始
動します。この計画に基づき、あらゆる機会を通じて意識
の醸成を進めていただきたいと思います。

https://www.canva.com/design/DAFndDymK9s/fDb4Rqa8Z31R9vjptDBl9w/edit

